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飯
田
精
一
さ
ん（
東
光
台
一
区
）

が
水
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
水
産
業
功
労

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
大

洗
町
漁
業
協
同
組
合
の
役
員
を
永

年
歴
任
さ
れ
、
現
在
も
息
子
さ
ん

と
お
孫
さ
ん
３
代
で
漁
業
を
営

み
、
伝
統
あ
る
町
の
漁
業
を
支
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
の
指
導

者
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

海
の
大
学
な
ど
で
多
く
の
方
々
に

そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

漁
業
一
筋
　
飯
田
精
一
さ
ん

水
産
業
功
労
者
表
彰

「将来の日本を担う人材の育成」を目的に道徳教育に効

果をあげている小・中学校に対して、日本会議茨城（横

山亮次会長）が授与している「日本会議茨城教育奨励賞

（横山賞）」に祝町小学校と第一中学校が選ばれました。

横山会長から「これからも道徳教育を推進し学校教育

に努めていただきたい」とあいさつがあり、両校に表彰

状と奨励金が手渡されました。

【受賞にあたり評価されたところ】

祝町小学校 体験学習を重視し、地域の方々との交流を

通して、思いやりのある豊かな心や地域を愛する心を育

む教育活動

第一中学校 朝の読書やあいさつ、チョボラ（ちょっと

したボランティア）清掃活動などを通じて奉仕の精神を

養い、地域に根ざした学校づくりを実践

日本会議茨城教育奨励賞を受賞祝町小学校
第一中学校

美
し
い
ま
ち
へ

そ
の
情
熱
に
感
動

夏本番を迎えた7月19日、海を見つめなおし、自然環
境を守る「海の日あんこうプロジェクト」にうかがう機
会がありました。小学生からお年寄りまで幅広い年齢の
方々が猛暑の中、汗だくになりながら、浜辺をきれいに
し、はまひるがおの種をまいている姿は感動的でありま
した。皆さんに心から敬意と感謝を申し上げます。
かつて大洗の海岸には、「はまひるがお」や「はまなす」
の群生がみられその可憐さに心癒されたものです。
そこで再び大洗の海岸をこれらの花でいっぱいにしよ

うとの願いで、3年前からビーチクリーンや、はまひるが
おの種まきの取り組みがスタートし、昨年種をまいた所
には、美しい花を見ることができました。今回も小中学
生が数多く参加してくれたことは、大洗の豊かな自然を
末永く守っていく上で心強く感じたところです。
我が町は、恵まれた自然環境、様々な施設や整備が進

む交通網など他地域に勝るものを数多く持っております。
これから観光立町を図っていくためには、観光資源を掘
り起こし、需要に合わせ、時流に乗せて広く発信してい

くことが求められています。
大洗港はクルーズポートとして国内を巡る客船が立ち寄る港に指定

されており、日本に訪れた外国の観光客が訪れるなど、世界的な観光
地となる素地があります。このような環境を活かし、誰もが感動する
ような美しい町にするための取り組みにより、本当の意味でのブラン
ド化が図れるのではないでしょうか。さらに町民一人一人がお客様に
対するもてなしの心、いわゆるホスピタリティを高め、地域のもてな
し力ともいうべきものの熟成を図っていくことで観光立町が実現して
いきます。
これからも皆様と汗を流し、海辺に咲くはまひるがおが実を結びな

がら広がっていくように心癒される観光地を目指し、賑わいの輪をひ
ろげていきたいものです。
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7月1日と9日の両日、大洗駅前などで「社会を明るくす

る運動」の啓発活動が行われ、保護司や更生保護女性会、

民生委員、防犯連絡員30名が罪を犯してしまった人たちの

更生保護、青少年の非行防止などについて呼びかけました。

「社会を明るくする運動」とは、犯罪や非行を防止し罪を

犯した人などの更生を支え、明るい地域づくりを目指す全

国的な運動です。

「ふれあいと　対話が築く明るい社会」が今年度の統一標

語です。お互いが理解を深め、協力し合い、より良い地域

をつくりましょう。

社会を明るくする運動
街頭キャンペーン

テレビ放送

男子トライアスロン決勝

NHK総合 8月26日（木）

午後4時～午後6時　生放送

NHK  BS1 8月26日（木）

午後6時頃～録画放送

7月25日（日）田山寛豪選手アテネオリ

ンピック出場壮行会が文化センター大ホー

ルで開催され、約500人が田山選手を激励

しました。関係者の激励や町内の小中学校、

大洗高校から花束や寄せ書き、千羽鶴やメ

ッセージ入りのTシャツや国旗などが贈られ

ました。

今年5月に行われた世界選手権で日本人最

高の9位になり、見事アテネオリンピックの

出場権を獲得した田山選手は「感謝の気持

ちでいっぱいです。スタートラインに立て

ば金メダルの可能性もゼロではない。皆さ

んの応援を力に変え力いっぱい走り抜きま

す。」と意気込みを語っていました。

田山寛豪さんの健闘を願う
アテネオリンピック出場壮行会

児童・生徒らが「フレー、フレー、田山」のエールで激励
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6月29日（火）明治学院大学国際学部教授江橋正彦氏

とオーストラリア大使館参事官カール・ハーシ氏をお迎

えして日本、アジアの構造変化を踏まえて大洗町の活性

化を考えるまちづくり講演会が開催されました。

カール氏は、発展を続けるオーストラリアとその要因

がどこにあるのかを歴史的背景を含めて講演され、大洗

町出身の江橋氏はアジアおよび国際経済の専門家として

アジアの経済発展と地域に活力を取り戻すためにどのよ

うな方策があるのかをわかりやすく講演されました。

まちの活性化を考える
まちづくり講演会

6月17日（木）、水戸市総合運動公園体育館で水戸警察署管内6市町
村の小学生、20チーム100人が参加し、交通安全子供自転車水戸地区
大会が開催されました。
大会は、交通規則などの知識を問う学科テスト、安全確認や合図の正

確さを競う安全走行テスト、でこぼこ道やジグザク走行などの運転技術
を競う技能走行テストによって行われ、大洗町からは、磯浜小から3チ
ーム、祝町小から1チームが参加し、磯浜小Ａチームが優勝、祝町小チ
ームが準優勝になるなど、団体、個人とも見事な成績を収めました。
参加者は、「緊張したけど練習どおりできました。これからも交通安

全の気持ちを忘れずに自転車に乗りたい」と話していました。
団体の部 優勝　　磯浜小Ａチーム　

準優勝　祝町小チーム　　
４位　　磯浜小Ｃチーム

個人の部 優勝　　石井　貴大（祝町小６年）
準優勝　小野瀬　尊（磯浜小６年）
３位　　高信　　涼（磯浜小６年）
４位　　大塚　元瑛（磯浜小６年）
５位　　高橋　広海（磯浜小６年）

交通安全子供自転車水戸地区大会

6月28日（月）、涸沼浄化対策協議会の主催に

よる稚魚放流事業が涸沼松川漁港において行われ

ました。茨城県環境アドバイザ－の廣瀬誠さんか

ら「昔はいろいろな魚がとれた」「涸沼で泳げた」

などのお話に、園児たちは興味深そうに聞きいっ

ていました。

その後、第一・第二保育所の園児とお母さんが

一緒になり、セイゴ200匹を「大きくなって帰っ

てきてね」と願いをこめて放流しました。

きれいな涸沼に
稚魚放流事業



なエネルギー源を求めて大いに力を注いでいくことになる
だろうが、同時にそれと同等の力を地球環境にも注いでい
かなければならんのじゃ。
エネルギーを使ったとき、それがどのように環境に負担

がかかるのか、他の生物に影響がないのか、あらゆる方向
から考えていく必要があるからじゃ。また、わずかな燃料
で大きなエネルギーを得られるよう、研究開発を進めてい
くことも必要じゃ。そして大切なエネルギーを無駄なく使
っていく努力を我々がしていかなければならないことを忘
れんようにな。
それではまた次回のコラムでお会いしよう。

○入館無料　○開館時間　10:00～16:30
○夏期開館時間　10:00～18:00（7/16～8/31）
○毎週月曜休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）

大洗町港中央12番地　@267－8989
ＵＲＬ http://www.jnc.go.jp/xwakuwaku/

大津
おおつ

北斗
ほく と

くん
（東光台2区　1歳7ヶ月）
お父さん　勉 お母さん　知子
「食いしんぼうの北斗。
なんでも食べて大きくなあれ」

― 新しいエネルギー ―
今回は新しいエネルギーについてお話しよう。
限りある資源を上手に使うにはどうすればいいのか、み

なさんは考えたことがあるじゃろうか。今までお話してき
たように私たち人間は、最初の火という熱エネルギーの発
見から、今では電気エネルギーを使ってエアコンやテレビ
を動かし、また石油エネルギーを使った自動車や飛行機を
利用して豊かで便利な生活を送っているんじゃな。このよ
うに人間の知恵によってエネルギーはさまざまに変換し、
新しいタイプのエネルギーがどんどん開発されてきたんじ
ゃったな。その新しいエネルギーを効率よく使う方法とし
て、太陽の光や風、あるいは地熱などを利用することも一
つの方法じゃ。
例えば、いろいろな成分が含まれておる海水には原子力

発電に利用されているウランもあるんじゃ。それを効率よ
く取り出す研究も進められておる。さらに、海水に含まれ
た水素成分を使ってまったく新しいエネルギーを発生させ
る核融合の研究も進んでいるんじゃ。
これからは、人類がエネルギーをどのようにうまく使っ

ていくかが問われる時代じゃ。今後も世界の人々は、新た

「休息のひととき」 佐藤　邦夫

中根
なかね

悠斗
ゆう と

くん
（上宿2区　1歳10ヶ月）
お父さん　康博 お母さん　ゆかり
「ぶーぶー車大好き」
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「郷土の誉～松が見えます」
藤田　恵啓



初
夏
の
風
浄
土
の
夫つ

ま

に
と
ど
け
か
し金

沢
　
猿
田
　
俊
子

（
評
）
こ
の
程
夫
君
に
先
立
た
れ
た
作
者
。
こ
の
初
夏
の

涼
風
を
私
だ
け
に
し
た
く
な
い
。
な
ん
と
か
夫
の
い
ま
す

西
方
浄
土
に
迄
届
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
か
と
嘆
い

て
い
る
。

何
も
か
も
夕
焼
の
中
北
の
宿

髪
釜
　
岸
根
世
司
子

旅
立
の
喜
び
あ
り
て
髪
洗
ふ

新
町
　
木
の
本
和
江

団
十
郎
襲
名
披
露
青
葉
風

永
町
　
鈴
木
　
芳
子

絵
扇
の
余
白
楽
し
む
心
か
な

髪
釜
　
川
崎
　
京
子

朝
に
啼
き
夕
べ
に
啼
き
て
時
鳥

新
町
　
加
藤
　
宗
一

蓮
の
葉
に
ま
づ
雨
音
の
始
ま
り
ぬ

桜
道
　
真
田
　
靜
子

眼
帯
の
と
れ
て
青
葉
の
色
涼
し

角
一
　
鈴
木
　
さ
た

瑰
は
ま
な
す

の
い
つ
し
か
赤
い
実
と
な
り
し蔵

前
　
田
山
　
佳
風

防
風

は
ま
ざ
く

の
か
ほ
り
久
し
き
酢
味
噌
あ
へ

明
神
町
　
小
松
崎
美
代

緑
蔭
に
歳
時
記
の
あ
り
句
帖
あ
り

新
町
　
岸
和
田
和
子

◇
選
者
吟

木
刀
の
素
振
り
百
回
梅
雨
を
斬
る

蓮
を
見
に
来
て
鯉
の
群
見
て
を
り
ぬ夏

海
　
大
貫
千
代
子

（
評
）
蓮
の
花
を
見
よ
う
と
蓮
の
名
所
を
訪
れ
、
紅
白
の

蓮
華
や
宝
珠
の
よ
う
な
蕾
に
見
惚
れ
て
い
た
の
だ
が
、
ふ

と
気
付
く
と
、
い
つ
し
か
花
の
下
の
水
中
を
遊
弋
ゆ
う
よ
く

す
る
鯉

の
群
に
目
を
奪
は
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
紅
白
の
蓮
華
、

紅
白
の
鯉
。

夕
焼
の
真
只
中
の
夕
日
か
な

永
町
　
浅
見
三
千
子

（
評
）
大
空
の
雲
、
地
上
の
も
ろ
も
ろ
を
染
め
て
華
麗
に

豪
快
に
夕
焼
が
始
ま
っ
た
。
自
ら
も
染
ま
り
な
が
ら
、
真

赤
に
沈
ん
で
ゆ
く
夕
日
に
見
入
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
の
句

が
生
れ
た
。
こ
れ
は
当
り
前
の
こ
と
な
の
だ
が
、
正
面
切

っ
て
こ
う
言
は
れ
る
と
、
う
ん
そ
う
か
と
頷
か
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。

梅
雨
晴
間
大
空
な
ん
と
美

う
る
は

し
き

桜
道
　
上
野
　
君
枝

（
評
）
こ
れ
も
太
陽
賛
歌
で
あ
る
。
黒
灰
色
の
梅
雨
雲
に

閉
ざ
さ
れ
た
日
々
を
過
し
、
よ
う
や
く
燦
々
と
日
の
輝
く

朝
空
を
仰
い
だ
時
、
何
と
美
し
き
と
言
う
以
外
に
言
葉
は

な
か
っ
た
の
だ
。

風
生
る
大
緑
蔭
の
深
き
よ
り

新
町
　
酒
井
　
省
三

（
評
）
森
林
の
点
在
す
る
山
路
を
行
く
。
ふ
と
涼
風
に
つ

き
当
っ
て
、
一
瞬
汗
の
引
く
の
を
感
じ
た
の
だ
。
恐
ら
く

あ
の
う
っ
そ
う
と
茂
っ
て
大
緑
蔭
を
な
す
森
の
奥
深
く
湧

き
出
た
風
に
違
い
な
い
。

海
霧

じ

り

急
に
は
れ
出
漁
の
慌

あ
わ
た
だし

東
光
台
　
大
川
　
た
か

（
評
）
海
上
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い
た
霧
が
は
れ
た
。
そ
れ

ま
で
見
送
っ
て
き
た
出
漁
が
急
に
決
ま
っ
て
大
忙
し
で
あ

る
。
霧
は
秋
で
あ
る
が
海
霧
じ

り

は
夏
季
で
あ
る
。
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滝口保育園
年長月組
共同制作

「おばけといっしょに
おまつりわっしょい」
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※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。�

http://www.aquaworld-oarai.com

〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�

〔営業時間〕9:00～17:00�
※夏期営業時間（7／17～8／22）9：00～19：00

・料金は消費税が含まれています。�
・団体は20人以上です。�
・幼児は3歳以上です。�
・学校特割とは、保育所、幼稚園、�
小・中学校の学校行事として利用�
する場合です。�

ホテイウオ�

　｢ホテイウオ｣は、どっしりとしたお腹と大きな顔を七福

神の｢布袋様｣に見立ててつけられた名前のようです。｢ダ

ンゴウオ科｣に属する魚で、名前の示すとおり、お団子

に尾びれがくっついたような姿をしています。�

　昨年の4月10日に産卵がみられ、5月11日に孵化した

子供たちを、成魚とともに展示中です。生まれたときは3

㎜に満たない大きさだったのですが、1年で2～4㎝ほど

に成長してくれました。餌をねだるように水面に浮かび、

じっとこちらを見つめる姿は愛嬌たっぷりです。�


